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■ メモリーは供給の 70%がデータセンター向けに固定される「新常態」へ 
弊社 Share の価格変更につきまして、もう少し突っ込んでみます。 
Google Gemini Pro の Deep Search 機能で PC メモリーの市況とその原因、今後の⾒通しについて
調べてみると、タイトルのようなショッキングな予想が出ました。 
 
まず、価格トレンド（市況）ですが、2026 年 Q1 では２年前と⽐較して２倍以上の価格になること
が⾒込まれています。これは昨年後半からの体感的にもあっていると思います。 

 
図；PC メモリーの価格トレンド（作成；Google Gemini） 

 
この原因を要因別に分析したのが以下の表です。影響度として最も⼤きいのは、 

・AI 需要の爆発 
・サプライヤー戦略 

です。2026 年には世界供給の 70%がデータセンターで消費される！！ なんてことでしょう。 

 
図；PC メモリーの価格⾼騰の要因分析（作成；Google Gemini） 

 
タイトルに固定とあるのは、もう昔にはもどらないという意味です。 

あまりに DC の需要が⼤きいので、メモリーサプライヤーは「DC に全振り」 
これを基本戦略にするからとのこと。 
半導体サプライヤーはプロセス系メーカーなので、段取り替えが少ないほど儲かるということもあ
ると思います。 
PC メモリーについてレポートしましたが、ゲームやスマホ、あるいは⾞なども構造的には PC の模
倣なので影響はとんでもないことになります。 


